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防 錆 剤 塗 布 工 法 に よ る 既 存 RC 構

造 物 の 鉄 筋 腐 食 抑 制 に 関 す る 研 究

　　　　　　　（塗 布 5 年 目 の 試 験 結 果 ）

　 1　 序

　防錆剤を コ ン ク リ
ー

トの 表面 に 塗布 して コ ン ク リ
ー

トの 内

部 に 浸透 させ る工 法 に よ る鉄筋 の 腐食抑制 の 効果を評価す る

に は、防錆剤 が コ ン ク リ
ー

トの 内部 に 浸透する速度 と、鉄筋

近傍 の 防錆剤 の 濃度 の 維持状況を長期間に わ た っ て 調べ る こ

とが 必要で あ る 。 筆者ら は 、 大分県の 高校で 現在も使用さ れ

て V る 既存 の 鉄筋 コ ン ク リ
ー

トの 構 造 物 を 用 い て 、 打 ち 放 し

コ ン ク リー トの表面に防錆剤を塗布し、 防錆剤が コ ン ク リー

トの 内部 に 浸透 し そ の 濃度 が 変化 して い く過程 を 調 ぺ る試験

を行 っ て お り
1・2

  こ こ で は 防錆剤塗布後 5 年目の 試験結果

に つ い て 報告 する。

　 2　試験方法

　 2 − 1　 試 験 対 象 　 　図 1に 示 す よ うな プー
ル の エ

プ ロ ン の 外周壁 で 、 北北西 に 面 し た 高 さ 1 ．3m の 鉄

筋 コ ン ク リートの 打 ち放 し面 を 使 っ た 。 防錆剤塗布 の

時点 に お い て、こ の 構造物 は 建設後約 13 年間経過 し

て お り、 試験箇所の コ ン ク リートの 圧縮強度は シ ュ ミ

ッ トハ ン マ ーの測定に よ る円柱試験体換算で 282kgf

／ cm2 で あ っ た。また 抜 き取 っ た コ ン ク リ
ー

トコ ア の 塩

分含有量 の 測定結果 は表 1で あ り、 か な り多量 の 塩分

を 含 ん で い る 。 海岸か ら の距離が 約 1．5km で あ る

こ と か ら、 飛来塩分の 影響は そ れ ほ ど大き くな く、 海

砂 を除塩す る こ と な く用 い た コ ン ク リートを施工 し た

も の と考 え ら れ る 。

　 2 − 2　 塗布工法 の 仕様 と施 工 　　表 2 の よ うな材
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　　　　　　 図 1 　試 験対 象 　 　 試 験対 象 面

表 1　 コ ン ク リー ト中の 塩分含有量 NaCl 換算

表面 か らの 深 さ　 衄 O〜1010 〜2G2 （鴎 o5 〔ン喝 0

塩 分 含 有 量

測 定 値　 ％

0．0330
．0690
．0760

．0530
．0740
．Q5K0

．0790
．1020
。1810

．Q660
．0740
．092

平 均 　 ％ 0，059O 。0590 。12 且 0 ．077

表 2　 材料 の 主成 分 と塗 布量

材　 料 主　成　分 塗布 童

アルカ リ衝寸与剤 リ チ ウ ム シ リ ケ ー
ト 3549 如

2

防 錆 剤 亜 璃 酸 カ ル シ ウ ム
　 　 　 2456

鱒

防錆 ベ
ー

ス ト
普通ボ ル トラ ン ドセ メン ト，
SBR ，亜硝酸カル シ ウム

厚 さ L5 〜2 ．〇 四

料 を 用 い 、 試験対象 の コ ン ク リートの 表面 で ク ラ ッ クや 気泡 の 無 い

箇 所を選定 し 、 布 で 表面 を擦 っ て 付着物を除去 して 水洗 い を行 い 、

翌 日に ア ル カ リ性付与剤を塗布 し 、 その 5時間後 に防錆剤 を塗布 し

た。さらに その 翌日に 防錆 ペ ー
ス トを コ テ で 2 回塗 り付 け た 。 こ の

順 序 の 施工 方法は 、 既報 で は仕様 F として 示して い る 1・2 

　 2 − 3　浸透濃度の測定　　防錆剤を塗布 し た 日を基準 として 材

令 7 日 、 1 カ月 、 3 カ 月 、 6 カ月 、 1年、 2年、 お よ び 5 年 で 直径

試 料採 取部

コ ンクリート

麺 ⊥
　

65

　

φ

↓　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ ンク 1」一ト麺

　　　 0　102030 　5060 　　　か らの深さ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 （mm ）

図 2　 コ ン ク リー ト コ ア の 切断部 分

65mm の コ ン ク リートコ ア を 2 本 ず つ 抜 き取 り、図 2 に 示 す よ うに コ ン ク ワ
ー

トの 表面 か ら そ れ ぞ れ O ・v1

0mm 、
　 l　O ・− 20mm 、 20 − r30mm

、 50 −− 60mm の 深 さの 部分 に 切断 し 、 149 μ m の フ ル イ に 通
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コ ン ク リート表面 か ら の 深 さ （囲 ）
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図 3　 測定結果

る よ うに 粉砕 した試料を調製 し、 そ の 中 に 含 まれ る NO ，

一
イ オ ン をナ フ チ ル ア ミ ン 吸光光度法 で 定量分析 し た 。

　 8　試験結果と考察

　試料 に 含まれる NO2
一
イ オ ン の 濃度 の 測定結果 を コ ン ク リ

ー
トに 対す る重量％ で 表す と図 3 に な り、 次の よ

うな こ と が 分 か る 。

　　 。 表 面 か ら深 さ O 〜 10mm の 部分 で は 、 材令の 初期は 高濃度 で あ り、 その 後材令 2年 ま で か な りの 速度

　　　で 低下 し、 材令 2年から 5 年 の 問 は徐徐 に低下す る。

　　 。 表 面 か ら深 さ 10 〜20mm の 部分 で は 、 材令 1月で 最高 の 濃度 に達 し た 後 、 徐徐 に 濃度 が 低下 し材令

　　　 2 年 に お い て 約 0．05 ％ に な り、 そ の 後材令 5年 まで濃度は 低下 せ ず同程度 の 約 O ．05 ％ の 濃度 を

　　　保 つ
。

　　 ・ 表面か ら深さ 20 〜30mm の 部分 で は 、 材令 1月 に お い て 約 0 ．2 ％ の 最高の 濃度に 達 し た 後 、 材令

　　　 1年 ま で の 間 に 半分 ほ ど に 濃度 が 低下 す る が 、 材 令 1年 か ら材 令 2年 の 間 に か な りの 増加 が 見 ら れ 、 そ

　　　の 後材令 が 経 つ に つ れて わ ずか で はあるがさらに 濃度 が 増加 し 、 材令 5 年で は約 0 ．15 ％ の 濃度 に な

　 　 　 る。

　　 。 表面か ら深 さ 50 ・v60mm の 部分 で は 、 材令 1年 まで は わず か に 増加す るだ けで あ る が、そ の 後 は材

　　　令に ほ ぼ比例 し て 濃度が増加 して おり、 材令 2年 で OeO3 ％ 、 材令 5 年で 0 ．06 ％ の 濃度 に な る 。

　 4　結論

　本研究 に 示 し た 工 法 で コ ン ク リー トの 表面 に 塗布 され た 防錆材 は 、 す み や か に コ ン ク リートの 内部 に 浸透 し、

材令 1月 に お い て コ ン ク リートの表面から深 さ30mm の 部分 ま で か な り高 い 濃度 に な っ た 。 そ の 後材 令 が 経

つ に つ れ て コ ン ク リート表面 に 近 い 部分 の 濃度 が 徐徐 に 減少 し、 表面 か ら離れ た 深 い 部分 の 濃度 が 増加 し た。

鉄筋 の腐食抑制の働きをす る NO2
“
イ オ ン の コ ン ク リート中の 濃度は 、 材令 5 年 に お い て 、

コ ン ク リートの 表

面 か ら深 さ O 〜 10mm で 約 0 。04 ％ 、 深 さ 10 − 20mm で 約 0 ．05 ％ 、 深 さ 20 ・− 30mm で 約 0．

15 ％ 、 深 さ50 ．v 　60mrn で 約 0 ．06 ％ で あ る。こ れ は 表 1 に 示 した よ うな 塩 分含有量 に お い て 鉄筋 の 腐

食抑制に有効と考 え られ る濃度
3 ，

（図 3 に そ の 濃度 を 点線 で 示 して い る ） よ り高い 濃度で あ る。
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